


故郷への思いと主家への忠義を貫き、乱世を力強く生き抜いた澤村大学助吉重。高浜には、こ

のような郷土の歴史を彩る人物がいたことを、私たちはこれからも大切に伝えていきたいものです。 

澤村大学助吉重は、高浜町舞々村に生まれたと伝わる戦国武将です。逸見昌経に仕え、高浜ゆ

かりの武人としてその名を今に伝えています。澤村家に残る「家譜」によれば、吉重は16歳で武士

となり、若くして戦場に立ったとされ、戦乱の時代を生きた武将らしい生涯の始まりがうかがえます。 

主君・逸見昌経の死後、若狭武田氏の衰退とともに逸見氏も存続の危機を迎えました。こうした

状況のなか、吉重は昌経の子・源太虎清を奉じて上洛し、織田信長に逸見氏再興を願い出たと伝

えられています。しかし、本能寺の変によって信長が横死したため、その願いは叶いませんでした。

この出来事は、吉重が主家の再興のために尽力した忠義の武将であったことを伝える逸話として

語り継がれています。 

その後、吉重は丹後国の細川忠興に仕え、小牧・長久手の戦いや関ヶ原合戦など、歴史の転換

点となる戦いに従軍しました。数々の武功を挙げ、その働きは豊臣秀吉や徳川家康にも高く評価さ

れたと伝えられています。 

また、吉重は91歳で没したとされ、晩年まで軍務に携わり、江戸時代初期の島原の乱にも参戦

したと伝えられています。戦国時代から太平の世へと移り変わる激動の時代を生き抜き、その変化

を見届けた人物でもありました。さらに、真偽は定かではないものの、剣豪・宮本武蔵との交流を伝

える逸話も残されており、その勇猛な人物像を今に伝えています。 

熊本へ移った後も、吉重は故郷・高浜への思いを忘れませんでした。佐伎治神社には吉重が奉

納したと伝わる鰐口が残され、赤尾家文書にも吉重との関わりをうかがわせる記述が見られます。主家である逸見氏の滅亡という

苦難を乗り越え、新たな主君のもとで重用され、熊本藩の重鎮として活躍した吉重。その功績は幕末まで続く澤村家発展の礎となり

ました。 

故郷への思いと主家への忠義を貫き、乱世を力強く生き抜いた澤村大学助吉重。高浜には、このような郷土の歴史を彩る人物が

いたことを、私たちはこれからも大切に伝えていきたいものです。 

                                                          文責：高浜町郷土資料館  倉田 尚明 

 

《知っとこ 高浜のお宝発見！》  「高浜の猛将 澤村大学助吉重」 
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【澤村大学肖像画（佐伎治神社蔵）】 


